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現在、日本原子力研究開発機構では、核変換専用サイクルによる分離・変換技術の確立を目指し、マイ

ナーアクチノイド(MA)を分離・回収する技術を開発している。本研究では、MAであるアメリシウム(Am)、

キュリウム(Cm)と希土類元素(RE)との相互分離のための新規抽出剤、連続抽出試験について検討した。 
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1. 緒言  

	
 高レベル放射性廃液(HLLW)に含まれる長寿命核種である Am や Cm を加速器駆

動システム(ADS)により短半減期核種に核変換するための分離プロセスとして、

HLLW 中から 3 価の MA(MA(III))と 3 価の RE(RE(III))を一括回収した後、MA(III)

と RE(III)とを相互分離(MA/RE 分離)する方法を検討している。しかしながら、こ

れらは化学的性質が酷似しているため、相互分離は極めて困難である。図 1に示し

た N ドナーと O ドナーを持つ多座配位子のニトリロ三酢酸アミド(NTA アミド)を

用い、溶媒抽出法によるMA/RE分離試験、及び抽出剤の性能評価を実施した。 

2. 実験  

バッチ試験を以下のように実施した。トレーサー量の 241Am、244Cm、及び

REを含む硝酸水溶液(水相)と抽出剤：NTAアミドを溶解したｎ-ドデカン溶液

(有機相)を等容量混合し、振とう機を用い 10 分間振とうして抽出平衡に到達

させた後、5 分間の遠心分離(3000 rpm)により相分離した。水相と有機相の試

料溶液のα線を計測し、Am(III)、及び Cm(III)を定量した。Nd(III)及び他の RE

濃度は ICP-MS、または ICP-AESを用いて測定し、分配比を算出した。 

3. 結果・考察  

	
 側鎖の異なる数種の NTAアミドについて検討した結果、6 本の n-オクチル

基を有するヘキサオクチル NTA アミド(HONTA)が MA/RE 分離に対し優れた

抽出能、分離能を持つことがわかった。HONTA による Am(III)、Cm(III)、及

び Nd(III)抽出における分配比と抽出剤濃度との関係を図 2 示す。その結果、

Am(III)、Cm(III)と Nd(III)(RE 中で最も分離が困難)との分離係数(SF)は、それ

ぞれ SFAm/Nd ≧ 3.7、SFCm/Nd ≧ 2.3となった。さらに、HONTAは希釈剤への

溶解性、相分離性に優れ、第 3相を生成しない等、抽出剤としての高い実用性

を確認できた。HONTA を抽出剤として用い、向流式多段ミキサセトラ(MS)

による MA/RE分離のための連続抽出試験を実施した。MS試験結果についても報告する。 
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図 2  MA(III), Nd(III)の分配比と 
HONTA濃度との関係	
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図 1	
 NTAアミドの構造 
	
 R1, R2, R3はアルキル基 
 

C

N

N

C
O

N

O

C

O

N

R2

R2

R3R3

R1

R1

1H09 2016年秋の大会

 2016年 日本原子力学会 - 1H09 -


